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【キーワード】配慮表現 ちょっと けど と思う 中国の大学における日本語学習者 

       日本語母語話者 教科書 

要旨 

本稿では、中国人日本語学習者が困難を感じる言語表現の中の「配慮表現」である「ちょっと」「け

ど」「～と思う」を研究対象とした。また、中国の大学における学習者が三つの配慮表現を用いると

きの特徴とそれを形成する要因を追究するために，リサーチクエスチョンを 

⑴日本語母語話者の使用実態と中国における日本語学習者の使用状況はそれぞれどうであ

るか 

⑵中国の大学における日本語学習者の使用状況と日本語母語話者の上記表現使用にお 

ける相違点は何か 

⑶中国の大学における日本語学習者の使用状況の形成要因は何か 

に設定し，日本語母語話者と中国の大学における日本語学習者を対象としたアンケート調査及

び中国の大学における二人の日本語学習者を対象としたフォローアップインタビューを行い，

日本語母語話者の使用実態と中国における日本語学習者の使用状況を明らかにした。その上で，

中国の大学における日本語学習者が使用したメイン教科書を調査し，分析結果に基づき，考察

を行った。 

 まず，日本語母語話者の上記配慮表現における使用実態を明らかにするために，日本語 

母語話者を対象としたアンケート調査を行った。調査の目的は日本語母語話者が上記の配慮表

現を使用する時の選択基準は何であるかを明らかにすることであった。調査の結果，日本語母

語話者は場面や人間関係を考慮した上で，相手への働きかけの強さ，丁寧度，トラブルの有無

などの要素を選択基準にしたことが分かった。 

 次に，中国における日本語学習者の使用状況を把握するために，アンケート調査とフォ 

ローアップインタビューを行った。アンケート調査とフォローアップインタビューのデー 

タを分析し，全体の使用傾向と選択基準を明らかにした。その結果，中国における日本語 

学習者は接続助詞の逆接用法，自身の経験，中国語訳などを選択基準にする傾向が見られた。

日本語母語話者との対照分析を通じて，「ちょっと」の選択基準を除き，日本語母語話者とは

選択基準が大幅に異なることが分かった。特に，場面と人間関係把握の混乱，また，「よ」と

「かもしれない」の誤用などが配慮表現の使用に影響を与えていることがわかった。 

 最後に，中国の大学における日本語学習者の使用状況の形成要因を明らかにするため， 

日本語学習者が使用したメイン教科書を調査した。その結果、上記表現は教科書に既に扱われ

ているものの、学習者はその用法をしっかりと把握していないことが分かった。要因としては，

教科書の解説と例文の不足が考えられる。 

 本研究では，アンケート調査とフォローアップインタビューを行い，日本語母語話者と 

の対照分析を通じて，日中の上記配慮表現における使用実態との相違点を明らかにした。 

そして，教科書の調査を通じて，形成要因を追究した。 

それにより，中国人日本語学習者の配慮表現に関する使用状況を一把握することができた。

アンケート調査とフォローアップインタビューの結果から，アンケート調査に出る日常生活の
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各場面がうまく対応できる中国人日本語学習者が少ないとは言える。上記表現の配慮用法が教

科書に載せられているにも関わらず，中国人日本語学習者が配慮用法に関する認識ができてい

ないのは学習者が授業で教科書から知識を学んだ後，即時に運用できないのは１つの要因とし

て考えられる。つまり，インプットした知識が，即時にアウトプットできないのである。この

問題について、教科書の他、カリキュラム作成、及び教師資源 

といった三つの要因を分析した。授業内容・目的の設計や教師能力などの要素で教育場で配慮

表現の教育の難しさを明らかにした。 

「配慮表現」が、日本人の心を読み取る重要な表現であり、学習者のコミュニケーション能

力の向上、人間関係の維持にも大きな影響を与えるので、教育場で重点として取り上げる必要

があると考えられる。 
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